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■ただいま放送中です！！ 
西谷中は全校生徒が４４名という小規模校ですが、他の中学校と同じように給食の時間にみんなで

楽しく食事ができるように、音楽をかけたり、献立紹介をしたりしています。この放送を担当するの

が生徒会執行部です。他の学校では放送部や放送委員会が担当していますが、西谷中は少人数のため 

５名の生徒会執行部の生徒が交代で放送を行います。大変な役割だと思いますが、西谷中のみんなが

毎日の放送を楽しみにしています。また、アナウンスを通して、コミュニケーション力の向上にも繋

がります。小さな学校ですが、前向きにとらえると「みんなが主役」「一人一役ではなく、二役、三

役をこなすマルチな能力が身に付く」といえると思います。 

 これからも５名の力を合わせて、楽しい放送を聞かせてくれることを楽しみにしています！！ 

（１月９日） 

 
 
 
 
 
 
■仲間と共に学ぶ楽しさ 
 

 

 

 

 

イチロー選手の言葉から学ぶこと 

校長 筒井 啓介 

  

先日、米国野球殿堂入りしたイチロー（鈴木一朗）さんのインタビューが世界中で報じられま

した。そのインタビューの答えには、多くの人々の心に響くものがありました。下記にその様子

を紹介しますのでぜひ読んでみてください。 

 

質問１．「これから野球を始める選手やプロになったばかりの選手にアドバイスするとしたら」 

 

「才能ある人たちもたくさんいます。僕なんかもうとても比較にならないぐらい才能にあふれ

た人がいっぱいいます。でもそれを生かすも殺すも自分自身だということです。自分の能力を生

かす能力はまた別にあるということは知っておいて欲しい。才能があるのになかなかそれを生か

せない人はいっぱいいます。けがに苦しむ人もいます。自分をどれだけ知っているかということ

が結果に大きく影響していることを知っておいてマイナスはないと思います。」 

 

質問２．「人との出会いについて」 

 

「そもそも野球がなければ、僕は何者かになれたのか、と考える。今日、特にそう思う。人と

の出会いと、あとは少しの運。努力することは当然として、この２つが大きく人生には影響する

んだなと改めて感じている。」 

 

質問３．「満票に 1つ足りなかったことに対して」 

 

「1票足りないというのはすごく良かったと思います。しかもジーターと一緒。これも数字的

な話なんですけど…足りないものを、これって補いようがないんですけど、努力とかそういうこ

とじゃないからね。ですけど、いろいろなことが足りない、人って。それを自分なりに自分なり

の完璧を追い求めて進んでいくのが人生だと思うんですよね。これとそれはまた別な話なんです

けど、やっぱり不完全であるというのはいいなと。生きていくうえで不完全だから進もうとで 

きるわけで。そういうことを改めて考えさせられるというか、見つめ合えるというか、そこに向

き合えるのはよかったなと思います」 

 

まず不完全である自分を受け入れること。そして少しでも完全でありたいと努力すること。 

そのために練習や勉強を工夫していく。勉強も部活や習い事も、そして仕事も…。 

全てに通じる部分があるように思いますが、みなさんはどのように感じましたか？ 

 

 さて、ここでイチローさんが野球を通して感じた言葉から２つの名言を紹介しますので、ぜひ 

読んでみてください。 

今日はＡさんとＢさんが担当です 

 

■「結果が出ないとき、決してあきらめない姿勢が、何かを生み出すきっかけをつくる。」 

（イチロー） 

私たちも日々の生活の中で様々な困難に直面することがあります。しかし、チャレンジしたり

努力したりしていない人には、その困難さえ見えません。皆さんが直面している困難は、日々の

努力の証であり、何かを生み出す成長のきっかけです。イチローさんは、困難な状況を成長の機

会と前向きに捉え、努力を続ける姿勢を持っていました。皆さんも失敗や困難に直面したときに

それを諦めるのではなく、これまでの努力を更に積み上げていくことを大切にして欲しいと思い

ます。 

 

■「小さいことを重ねることが、とんでもないところに行くただひとつの道」（イチロー） 

様々な記録を出し、野球界に名を残したイチローは、「努力の天才」と呼ばれています。 

小学生の頃は毎日バッティングセンターに通い、オリックス在籍中には夕食後に夜中までトレー

ニングをする等、常に努力を怠ることはありませんでした。イチローのすごさは、成功した後も

同じように努力をし続けるところです。メジャーリーグでも日本のリーグでも、素振り、スロー

イング、ストレッチという基礎中の基礎を固めることを日々繰り返していたそうです。 

 

一流選手と同じ舞台に立つことは難しくても、一流選手が感じたり考えたりしてきたことの中

に、自分も共感できることがあるのではないでしょうか。そしてもちろん、偉業を成し遂げた人

はすごいと素直に感動し、少しでも自分の人生に役立てたいと自然な学びに繋がれば嬉しく思い

ます。 

西谷中生の皆さん、もし、道に迷うことがあれば、イチローさんの言葉を思い出してみてはい

かがでしょうか。 



日 曜

1 土

2 日

3 月 ●オープンスクール ノー部活デー

4 火 　専門委員会

5 水 ♥

6 木 　生徒朝礼

7 金

8 土

9 日

10 月 ●私学入試　あいさつ運動 ノー部活デー

11 火

12 水 ♥

13 木 2年校外学習

14 金

15 土

16 日

17 月 ●公立推薦等入試 ノー部活デー

18 火  ●部活停止

19 水 ♥

20 木

21 金 　公立推薦等合格発表

22 土

23 日

24 月

25 火 ●学年末考査　給食なし ノー部活デー

26 水 ♥

27 木

28 金

【翌月の予定】

24日　大掃除　、　25日　修業式　

18日　給食最終日　18･19･21日　学年末2者懇談　、　19･21日　弁当日

2024年度（令和6年度）　2月行事予定表　　　　　宝塚市立西谷中学校

行事

♥印はスクールカウンセラー勤務日

3日　専門委員会　、　5日　生徒朝礼　、　10日　あいさつ運動

11日（3年）給食最終日　、　12日　公立一般学力検査　、　14日　第78回卒業式

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


